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令和３年度 第３回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会  議事録概要 

 

 

 

会議名称 第３回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会 

開催場所 加古川市立青少年女性センター ４階 大会議室（ウェビナー形式） 

開催日時 令和４年２月 14日（月）19時 00分から 21時 10分 

出 席 者 

委 員：浅野良一、住友剛、曽我智史、菱田準子、吉田圭吾 

事務局：桐山朋宏、尾崎貴弥、大西健司、今津幸央、嶋基伸、辻俊幸、山下純一、 

宮内義英、伊藤良介、飯島健太郎、田中啓介 

会議次第 

１ 開会 

２ 委員長あいさつ 

３ 議事 

（１）令和３年度２学期いじめ防止対策の取組状況にについて 

資料１ 別添資料①～③ 

（２）令和３年度２学期各学校におけるいじめ防止対策の取組状況自己点検に 

ついて 資料２ 

（３）加古川市いじめ防止対策改善基本５か年計画（2022年度版）について 

資料３・４ 

（４）学校での対応事例について（非公開） 

（５）その他 

４ 令和４年度第１回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の開催について 

５ 閉会 

配付資料 

１ 次第 

２ 令和３年度２学期いじめ防止対策の取組状況 資料１ 別添資料①～③ 

３ 令和３年度２学期各学校におけるいじめ防止対策の取組状況自己点検 

資料２ 

４ 加古川市いじめ防止対策改善基本５か年計画（案）2022年度版 資料３ 

５ いじめ防止対策改善プログラム（案）2022年度版 資料４ 

６ 学校の対応事例について（非公開） 

傍聴者 ０名 
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会議要旨（発言者、発言内容、審議経過等） 

（委員長） 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

 

議事（４）の「学校での対応事例について」は、個人や事案が特定できる可能性

のある情報を含むため非公開とする。（各委員同意） 

 

議事 

（１）令和３年度２学期いじめ防止対策の取組状況について 

 

＜事務局報告＞ 資料１について 

 

相談行動促進授業を 100％行ったことは大変評価できる。フリースクールとの意見

交換が始まっていることも一歩前進と受け止めている。 

 

家庭的な課題が出てきている中、市長部局も含めた加古川市全体で子ども・家庭

支援の施策全体を考え直す状況が出てきている。 

 

SOSを出す授業では、年々大切さを感じながら、工夫しながら取り組まれている印

象を受けた。４年間で蓄積された対応の仕方、子ども達の心に寄り添いながらス

ムーズに解決していった事例を共有できるようにしていただきたい。 

 

全体のいじめを認知する力が大事だということが基本である。児童生徒本人から

の発信によるいじめの認知に至る割合が高いことは喜ばしいことだが、アセスを

はじめとしたアンケートがもう少しいじめ発見の力になって欲しいと感じてい

る。 

 

今後も継続して取り組んでいくことでよろしいか。 

（各委員同意） 

 

 

（２）令和３年度２学期各学校におけるいじめ防止対策の取組状況自己点検に 

ついて 

 

＜事務局報告＞ 資料２について 

 

教員の多忙化に課題があるが、研修の順位付けを行って、各学校での研修のプロ

グラムそのものについて、年間スケジュールでの位置づけを考える必要がある。 

 

中学校生徒会が中心となって、ルール作りやいじめ防止の啓発に取り組んでいる

ことはすばらしく、先生方にも生徒たちが自分たちで自分たちの学校を作ってい

くんだ、自分たちのルールを作っていくんだという取組を応援してあげて欲しい。 
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（委員） 

 

（委員） 

 

 

 

 

（委員長） 

 

 

 

 

（事務局） 

 

（委員） 

 

 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員長） 

様々な困難を抱えている子どもが、仲間支援の力の作用によって元気になる。意

図的に教師がそういう思考を持って取り組むといろいろな結果が出てくる。 

質の問題に関わって、アセスの活用によっていじめの発見がどう増加したのかと

か、非侵害的関係の値が要支援の児童生徒からいじめの内容を聞き出して、その

解決に向かって、チーム学校でどう取り組んでいるかなど、広くとらえることが

必要だと感じた。 

 

各学校の取組について概ね良好であると評価してよろしいか。 

（各委員同意） 

 

（３）加古川市いじめ防止対策改善基本５か年計画（2022年度版）について 

 

＜事務局報告＞ 資料３・４について 

 

自治体の子ども関連の施策をもう一度、体系的に見直す時期にきている。５年目

に、市長部局と市教育委員会とで連携して全市的なプログラムについて提案を行

うことも考えたい。 

 

初年度に戻って、いじめの認知が一番大切なんだというところを前面に打ち出す

ことは大切である。原点にもどり認知の推進を再度図ることは賛成である。 

 

一部の教員の力に頼ることなく、組織化して対応できる力がチーム学校の力だと

考えている。そのために、加古川市の対応事例を横展開する中で、チーム学校の

力を高めてもらいたい。 

 

 

（４）学校での対応事例について 

 

 

令和４年度第１回加古川市いじめ防止対策評価検証委員会の開催について 

 

令和４年５月 31日（火）に開催する 

 

                          以  上 

 


